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                         I. Preliminary Report 
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         From the Department of Urology, Hiroshima University Medical  School 

                               Hiroshima,  japan 

                          (Director Prof. T. Kato) 

   Factors influencing heterogenous cultivation of tumor of human G-U organs removed by 

surgery in the ocular anterior chamber of rabbits were discussed. The best results were 

obtained when a germ to be cultivated was 2 cubic millimeters in size, while its suspension 

and homogenate failed to be cultivated and a substance accelerating propagation of culti-

vated tumor did not create better results. A sterile and fresh germ should be sticked 

tightly to the iris and cornea at the anterior chamber angle (Angulus iridocornealis). 

Younger the rabbits, better will be the results.  Sex of rabbit influencing to the results 

depends upon the nature of tumor. Propagation of cultivated tumor was markedly improved 

by administration of cortisone, thorium, or X-Ray radiation. Cortisone must be admini-

stered daily, while eye drop of cortisone also be effective and practical when a large series 

of rabbits are employed. Cultivation of successive generation in untreated grown rabbit 

was not successful and duplicated cultivation was barely successful.
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1緒 言

1889年Hanauの 可 移 植 性動 物 腫 瘍 の発 見

は,1915年 山極 ・市 川両氏 の ク ール癌 の創 始,

1925年Fischerの 腫 瘍 体外 培 養 の 成功,1927

年Warburgの 腫 瘍 組 織 新 陳 代 謝 の特 異 性 の

提唱等 と共 に 今 日の腫 瘍 研 究 の基 礎 を築 いた と

云える.即 ちこの可移植性動物腫瘍があつたれ

ばこそ,現 今の目覚ましい腫瘍学発達の大半は

成就 され得たと云つても敢えて過言ではないで

あろうHanauの 可移植性動物腫瘍の発見以

来,移 植に関する諸学者の多方面に亘る業績は

実に彩しくその研究も精緻を極め殆 ど余す所が
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な い.

入 体腫 瘍 の異種 移 植 に関 して も,既 に1906年

Lewinの 人体 卵巣 癌 の犬 へ の 異 種 移 植 成功 例

が 報 告 され て い る.が しか し人 体 腫 瘍 の異 種 移

植 の成 功 率 は極 め て低 く,そ の後 も終 局 目的 が

人 体 腫 瘍 に あ るの で あ る か ら如 何 な る困難 に も

拘 らず 多 数 の 学 者 に よ り凡 ゆ る角 度 か ら検討 さ

れ 試 み られ た が.そ の 成功 例 は散 見 す るに 過 ぎ

な い.

1936年 に至 りKendallに よつ て 副 腎 皮 質 の

抽 出液 か ら分 離 され た ス テ ロイ ドホ ル モ ン即 ち

コーチ ゾ ンの 出現 は,人 体 腫 瘍 の異 種 移 植を 飛

躍 的 に 前 進 せ しめ得 た.1954年Toolanは レ線

照 射,コ ーチ ゾ ン注 射 に よ る異種 移 植法 を確 立

し,同 法 に よつ て累 代 異 種 移 植 が 可能 に な つ た

人癌 の うち 最 も 発育 が 速 か で研 究 に供 され る

H.S.#1(HumansarcomaNo.1),H.Ep.#3

(HumanepidermoidcarcinomaNo.3)を

発 表 した.1957年Merkerは 制 癌 剤 のScre-

eningTestに このH。S.#1,H.Ep.fl3を 用

いて い る.

著 者 は以 上 述 べ た如 く今 日の進 歩,発 達 せ る

異 種 移 植 に よ り,Hormone-dependentCan-

cerと 云 わ れ る人 体 前立 腺 癌 を中 心 に 広 く泌 尿

器 腫 瘍 とホ ル モ ン の関 係 を解 明 せ ん と した.移

植部 位 と して は移 植 片 の変 化 を 日時 を追 つ て直

接 肉眼 に よ り可 成 り詳 細 に観 察 し得 る眼 前 房 を

用 い,先 ず予 備 実 験 を行 つ た

鈴木一人体泌尿器腫瘍の家兎眼前房内移植(第1編)

背酸 々化禾液で充分結膜嚢内を洗灘 ・消毒した後4%

2実 験材料並びに実験方法

A実 験材料

動物=生 後20～30日 ・体重6009前 後の幼若並びに

体重2kg前 後の成熟した 健常な日本白兎種 の雌雄両

性を使用した.尚 使用家兎は可及的同一条件になる よ

う特に飼料には充分注意を払つた.

種苗:人 体泌尿器腫瘍 患者に於いて可及無菌的に手

術 によ り腫瘍を摘出し,発 育力強 き腫瘍 細胞が多数に

包 含さカていると思われる腫瘍周辺部 を直ちに生理的

食塩水1ccに 対しPenicillin500単 位を加えた滅

菌溶液に入れ,浮 遊液 ・組織粥 ・組織 片に夫 々調製 し

使用した.

B.実 験方法

被移植家兎を固定 ・晦毛を短切す る.次 いで5000倍

キシ ロカイ ンを点眼 ・局所麻酔 し,開 瞼器で瞼裂を開

き,固 定鑛子 によ り眼球 を固定 し,上 方の角膜輪部で

ゃや輩膜 よりか ら前眼房 を穿刺或は切開す る.浮 遊液

・組織粥の場合は特別に調製 した注射針で穿刺し,耳

側の虹彩角膜角に向つて0.05cc注 入 し,組 織片の場

合は槍状刀で切 開後,そ の2mm3大 を細い無鈎鑛子

で姻み,切 開に よる炎症反応 を避け るべ く切開部位を

少 し離 れた耳側 よりの虹彩角膜角に挿入 ・密着せしめ

る,鼻 側では第3眼 瞼に よる爾後の観 察が不便な為耳

側を選 んだ.

種苗は摘出後可及的速か に大体20分 以内には移植を

完了す るようにし,且 凡 ての操作は悉 く無菌的に行い

移植後4日 間毎 日Penicillin(20001.U.percc)の

点眼を行つた.尚 角膜輪部の切 開創の縫合はしない

即ちそのまま放置 して も間 もな く閉鎖す る.又 切開創

よ りの前房水の流出は第2房 水の蛋 白含有量 の著明な

増量 を考慮 し,可 及的最小 にとどめるよ うにした.

爾後 の肉眼的所見は毎 日一定時刻にハル トナッ ク・

ルーペを以て拡大観察 し,又 屡 々暗室に於 て斜照法に

よる視 診を併用した.

移植片の発育増殖の度合の計測には最 も普通に用い

られ,且 各種の観点か らして便利であ り充分実用に供

し得 る移植 片の縦 と横の長 さを計測 し,そ の相乗を移

植腫瘍の大 きさとした.必 要に応 じ写真撮影に よる直

接腫瘍表面積 を算出し誤差を訂正 した.

組織学的検索は眼球を摘 出し,10%ホ ルマ リγに24

時間,次 いで眼球後部を切 除しVerhoeffの 固定液に

3～4日 間浸L,ツ ェル ロイジン包埋 ・ヘマ トキシリ

ン ・エナジ ン染色に よつた.

3実 験 成 績

移植後感 染を来 した場合並びに炎症 々状の異常に強

い ものは,移 植腫瘍 の融解 ・壊死 を招来 し早期に吸収

消失す る.特 に 感染は 移植に 際 しての 大敵 といい得

る.後 述す る如 く移植腫瘍が角膜にのみ着床している

場 合 も吸収 は早 く.実 験成績を誤認させ るので凡て除

外 した.又 切 開創 よ り輩膜葡萄腫を生ぜ るものも同様

除外し.以 下各実験成績は完全 な移植手技 による正常

の移植経過を 示した夫 々15例 以上の 平均値で提示し

た.

尚本予備実験の成績は凡 て前立腺肥大症 の組織を種

苗 として用いた 症例の 記述で 統一し,他 の 泌尿器腫

瘍 を用いた場合 も,大 略同様の傾向を得たので省略し

た.



A.種 苗に就 いて

鈴木一人体泌尿器腫瘍の家兎眼前房内移植(第1編)

凡 て無処置で2kg前 後の成熟雄家兎を用いた.

a浮 遊液

移植後10分 位で注入浮遊液を中心 とす る限局性灰 白

色の前房混濁を生じ,こ れが 次第 に 増強拡大 して来

る・即ち注入部 前房の混濁はかな り濃厚 とな り附近の

房水 も瀕漫性に軽度に混濁 している像が見 られるが,

移植後20時 間を過 ぎる頃 より漸次減弱 し,3～4日 で

既に痕跡 なく吸収 され る,

大きさ

吻

】

8

6

4

2

0

表1

浮遊液
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b組 織粥

浮遊液のそれ に比較 して注入部前房の混濁は強 く且

長期に亘 る.即 ち3～4日 後 には生 じた前房混濁はか

なり吸収は され るが,尚 一部残存 し内に点状の粥粒子

を認める.こ の粥粒子は1週 間で壊死の様相を呈し以

後次第にその容積を減 じ2週 間では角膜 後面,虹 彩前

面等に線維素の沈下推積に よる軽度の混濁を残す のみ

とな る.

c組 織片

通常次の如 き経過を辿 る.

移植当 日:数 時間後前房は 尚浅 く,全 体 として強 く

灰白色に混濁,刺 戟症状 が強い

第23日=瞼 及び球結膜は僅かに充血し,切 開部

を中心に中等度の角膜週擁充血 がある.前 房内の移植

片はかな り腫脹 しその周囲に灰 白色の混濁の附着を認

める.眼 脂,流 涙が極 く軽度に存す るが感染の徴候は

ない.

第4日=刺 戟症状は殆 ど消失す るが,移 植片は 尚軽

度なが らも腫脹 し白つぼ く見 える.

第12～15日:移 植片の腫脹は全 く去 り黄色がかつて

見える.こ の頃 より移植片は次第 に縮小し始め,移 植

片が角膜に接す る部位では角膜 の限局性浸潤 と血管新

生 とが認め られ,移 植 片周囲の 虹彩には 充血が著 し

い.

第20～25日:移 植片はか な り縮 小 し,線 維 素様の

索,膜 状物で角膜,虹 彩面に附着す る.

又近傍の虹彩か ら数条 の血管が移植片上 に新生され

ているのを認め る.尚 移植片が角膜に接 している部に

は角膜の混濁 と血管新生が見 られる.

3ケ 月前後で移植片は殆 ど吸収 消失す るか又は恐 ら

く器質化した と思われる混濁塊 となる.

以上浮遊液,組 織粥,組 織片夫 々を種苗 として用い

た場合の移植腫瘍の発育増殖の度合 の日時的経過 を表

1に示す.

d分 量

種苗の分量によ り発育増殖に大きな影響を及ぼす ご

一 一一 一一 一一一 組 織 粥

一 ・一 ・一 ・一 一 組 縫 片

へ
7へL

＼ ＼!・_.、.

＼ 、'＼/'、 ・一/'＼__
、

012345678910日 数

とは当 然 で,多 量 の種 苗 を用 いる程 長期 間 生 存す る こ

とは表2に 示 す 如 くで あ る,

表2

ズきさ
mm
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'、 、、

3mm2

2mm'組 織片
一 一 一一1mmt

0102050405060708090100110日 数

しか し乍 ら限 られた前房腔へ移植す る分量には 自ら

限度があ り,多 量を用いる場 合には写真1の 組織学的

所見に示す よ うに中心部壊死が広範 とな り,加 うるに

角膜輪部の切開 もそれだけ大 きくなる為移植時房水の

流出 も多 く,移 植後炎症反応 も強度且長期に亘 り存続

し移植種苗の壊死を促進す る結果を示 し,視 診上の観

察に誤差を生ず ることが多い.以 上の結果を総括す る

に移植片は2mm3大,浮 遊液,組 織粥 は0.05ccが

最 も良好な安定 した移植成績を得た.

e促 進物質の添加

種苗 に促進物 質を添加す る事 によ り美事な移植成績

を示 したのは,古 く1933年TinOzziの 実験がある.

著者は前立腺肥大症組織 片に夫 々エナル モン ・プレホ

ルモ ンを添加し移植を行つたが,表3に 示す如 く有意

表3

大きさ
mm

ユ2

10

8

6

4

2

0

へ

、 、＼

、

エナルモン添加

プレホルモン添加

対 照

、 、×
一一、 吋 ニィ ♪ 、___

、、》

012345678910日 数

の差 は認 め 得 な か つた.

f培 地 へ の着 床
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表4
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表6

大きさ
mm

5

4

3

2

1

0

"T・、
覧

鶏巖侵書蛮s多`二}癒着

0ユ02050405060708090日 数

表4に 示 されている ように角膜にのみ着床す る場合

は移植片の吸収は早 く,虹 彩角膜角で虹彩及び角膜に

密着せる場合は好結果を もた らし移植種苗への血管新

生 も著 しい

写真2及 び3は 前立腺肥大症組織を移植 した1ケ 月

後で,写 真2は 角膜にのみ着床 した種苗が既に吸収 さ

れた角膜混濁 として見 られるだけ,写 真3は 虹彩並び

に角膜 に着床せ る場合で種苗は黄色を呈 し数本の新生

血管の侵入を明かに認め る.

大きさ
陶m

5

4

3

2

1

0

＼

㌔

I
L

、
覧

幼 若 家 鬼

一一一一一一一 瓜 熟 家 鬼

9新 旧

古 く1928年,Twort,1932年Tibirica等 に より新

鮮 な種苗は移植率が よい ことが指摘され,移 植を行 う

場合の常識 となつてい る.

著者は腫瘍摘 出後20分 以内,24時 間及び48時 間後に

夫 々移植を行い,表5の 如き結果を得た即 ち48時間後

表5

大きさ
mm

6

5

4

3

2

1

0
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い 凶
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一・一・-t--20分 以 内

、・、'、 ㌔
.

、
＼

、・一'一 、 ・、
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024681δ ユ214161820日 数

に移植 された場合には種苗は早期 に器質廠痕化 され る

傾向にある.

B被 移植家兎に就いて

種苗は凡て移植片として用いた.

a年 令

同種移植 の場合で も被移植動物が甚 しく老年のもの

では,仮 令 その他の条件が好都合であつても陰性 に終

ることが屡 々であ り,特 に異種移植の場合には この関

係が重要であることは既に先人の認め ると ころ で あ

る.

著 者の実験で も表6の ように離乳直後の幼若家兎に

㌧ 引-_一'ノ 噺㌦

102030405060708090∈ ヨ教

移植 した場合は,成 熟家兎のそれに比 し移植成績は非

常に よい.但 しこの際注意を要す ることは幼若家兎に

於いては組織が繊細で脆 く,移 植操作 による副損傷を

来 し易い 即 ち固定鑛子で眼球固定 した場合 の球結膜

の断裂,注 射針,槍 状 刀に よる前眼房穿刺.切 開時の

虹彩 の損傷等 によ り移植後の炎症反応が強 く,移 植不

成功に終つた ものが23%も み られた.幼 若家兎への移

植操作は特別細心の注意を払 う必要がある,

b雌 雄

雌雄家兎へ移植した 場合の 雌雄 別に よ る移植成讃

は,原 腫瘍発生臓器 によ り又その組織像等に より夫々

異つた態度を示 した.以 下その概略を述べると前立腺

肥大症及び癌組 織に 於い ては 可成 り顕著 な差異を示

し,雄 家 兎に移植 し易い結果 を得た.又 膀胱乳鵬腫組

織は概 して同様雄家 兎に於け る成績が良好で,畢 丸腫

瘍組織のあるものは雌雄家兎に よる差を認め ている.

腎臓腫瘍組織は有意 の差は見 られなかつた.詳 細は第

2編 にゆず る.

c諸 操作

被移植動物に何等か の処置を施 し,以 て腫瘍の異種

移植能率 を昂めんとした実験は文献上決して砂 くはな

い 即 ち長与及び 和合,PelczaretAulerは 腫瘍

と同種 の動物 の血清を注 射 し,鷹 津,Krebsund

Busch等 はX線 照射に よ り,室 原,井 上及び天野,

y及 び李.Roskin,Psaromitas等 は墨汁 その他の

注射に よる網状織内被細胞系統封鎖 によ り,鈴 江,小

木及び西 川はLanolin飼 養に よりて 物質代謝を惹起

せ しめ,鈴 江はVitamineB敏 乏症で,服 巻は神経

切断で筋緊張を低下せ しめ移植片の発育,増 殖を良好

な らしめた等多 くの人々の試みがある.又 既 に緒言に

於い て述べた如 くコーチゾ ン使用に よる劃期 的移植成

績が数多 く報告 されている.

著者は表7に 掲げる ように原腫瘍 人体血液注射,レ

線全身照射,コ ーチ ゾン注射,Thoriumoxide注 射等

の処置を被移植家兎に施 した.腫 瘍 人体血液 注射は移
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表7

コーヂ ゾン注射
一 一一 一一一レ線 照射

Thor{u「n}X射

血 液 注射
一 ・一一 一・対 無

　

＼ こいへこ
＼㌔凸 ㌔ へ

＼ 一… 一覧、

、
0102030405060708090100110日 薮

大きさ
mm

7

6

5

4

3

2

1

0

表8

〃 魎㌦ρ
ン(コ_窓 、

＼ .
「 ＼こ 旨訊

＼こ
、、.

適続投与 ℃
一一一一一一一 レ線照射併用 、

点眼 、L-、.、

対 照 、 ＼

＼ ＼
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植前5日 間,移 植後3日 間夫々5.Occ連 日筋肉内注

射し,レ 線は移植前隔 日に計4回 夫 々300rを 全身照射

し,コ ーチゾン並びにThoriumoxideは 移植直後

より隔 日に夫 々30mg,50mgつ つ計4回 筋肉内注射し

た.表7に 示す如 くレ線全身照射,Thoriumoxide

注射,コ ーチゾン注射等に よつ て処置した家兎に於け

る移植片の発育増殖は非常に良好では ある が,無 限

の増殖は来し得ず早晩吸収 され る.こ の うち特に移植

片の増成に好影響を齎した コーチ ゾン使用家兎の移植

経過を略記する.

移植当 日・第23日:無 処置家兎に移植した移植

片に比 し,刺 戟症状は非常に軽微で従つ て移植 片の腫

脹膨大 も殆 ど認め られな く且その周囲の灰白色の混濁

もないか又はあつても極 く僅かである.し かし移植片

は白つぼ く見える.

第6日=移 植片は黄色がかつ て見える.勿 論刺戟症

状は全 くない.こ の頃 より僅かなが ら移植片の増大を

来す.

第18～24日:移 植片は写真4の 如 く増殖 の極限に達

し,移 植片上に新生血管を認め る.

第120日頃=移 植片は僅かなが ら吸収 し始める.

最長移植後300日 で写真5の 如 く尚完全な腺腔 を有す

る移植片の残存を認めたが,平 均5～6ケ 月で殆 どの

ものは器質廠痕化す る.

更にコーチゾンを中心に次の実験を行つ た.

i)コ ーチゾンを 移植後隔 日に30mg連 続投与

する.

ii)Toolanの レ線照射.コ ーチゾン注射に よる異

種移植法に従つて,移 植前隔 日に計4回300rつ つ レ線

の全身照射を行い,次 いで移植直後 よ り隔 日に計4回

30mgつ つ コーチ ゾンを注射す る.

iii)コ ーチ ゾンは注射 に よらず 被移植眼への点眼の

型で投与する.即 ち コーチ ゾン(25mgpercc)を 生

理的食塩水で4倍 に稀釈 し,移 植後1週 間は連 日,爾

後は隔日に4～5滴 を点眼した.

020406080iOO120140160ユ80200220日 歓

表8に 示す 如 く コーチゾン連続投与並び に レ線照

射 ・コーチ ゾン注射併用群は,コ ーチゾンを移植当時

のみの使用に比 しより良い結果を得 た.コ ーチ ゾン点

眼に よる移植成績は此等に比較 して少 しく劣るが,多

数例 を実験す る場合には簡便で遜色のない成績 と考え

られる.コ ーチ ゾンの連続投与の場合は充分全身症状

に注意を払い,過 剰投与に よる死亡を避けるべ く努力

す る必要があ る.

Cそ の他に就いて

無処置で2kg前 後の成熟家兎に移植片を移植 した.

a重 複移植

次の5つ が考え られる.

i)始 め移植陰性の場合,更 に第2次 移植 を行 う.

ii)始 め腫瘍が一度発育す るが,後 に縮小し吸収せ

られた場合に第2次 移植を行 う.

iii)腫 瘍が よく発育成長せる場合,更 に第2次 移植

を行 う.

iv)発 育せる腫瘍を根本的に摘出す る場合 に第2次

移植を行 う.

v)発 育せ る腫瘍を特に小部 を残 して摘出せ る場合

に第2次 移植 を行 う.

表9に 示す如 く一般に重複移植腫瘍 の発育増殖は阻

表9
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III
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対 照
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害 されたが,第1次 移植の腫瘍 片が吸収せ られた後1

ケ年を経過し,第2次 移植を行つ た場合は有意の差を
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認め得 なかつ た.し かし前回の移植による癒着,搬 痕

等のため移植操作に難点があ り,そ の結果副損 傷を来

し移植成績を不良にす る場合が多い

b累 代移植

表10は 第2代 移植成績で,結 果は 悪い

表10

大きさ
mm

6

5

4

5

2

1

0

隔噛、

累代移嫡
一・・一一… 一一 対 照

0ユ0203040506070θ090日 散

4総 括並びに考按

広 く一 般 に各 種 動物 腫 瘍 の 移 植 を遂 行 す るに

当 り,そ の成 績 を 左 右 す る各種 の条 件 を知 悉 す

る事 が移 植成 績 の判 定 上 必 須 の事 柄 で あ る事 は

言 を侯 つ迄 も ない しか し この移 植成 績 を 左右

す る諸 条 件た るや,そ の 内容 が極 め て複 雑 多 岐

で凡 てを 明 白 にす る事 は到 底 不 可能 に近 い 、

1931年Bittnerは 動 物 に よ る感 受 性 を 考慮

す る必要 の あ る こ とを実 証 した.事 実 個体 的 に

腫 瘍 に対 し抵 抗 性 を もつ 動物 が 一 定 数 存 在 す

る.

移 植部 位 と して は今 日 まで脳,神 経,血 管,

皮 下,筋 肉,脂 肪 織,骨,眼,鼻 腔 及 び副 鼻

腔,中 耳,歯 髄,CheekPouch,肺,腹 腔,胃

壁,虫 垂 突 起,肝 臓,脾 臓,腎 臓 卵 管,卵 巣,睾

丸 等 に殆 ど全 身組 織 各系統 に亘 り,余 す所 な く

研 究 され て い る.殊 に眼 前房 は移 植 しや す く,

そ の後 の観 察 が 容 易 なの で好 適 の腫 瘍 移 植部 位

と見徹 され,既 に1873年Dooremaalは 角 膜,

結 膜,口 唇 粘膜 等 の 生 活組 織 片 を犬 及 び家 兎 の

眼 球 内に 移 植 して い る.腫 瘍 組 織 を眼 内 に移 植

し確 実 に 成績 を承認 され た のは,Jensen肉 腫

を同種 動物 の眼 前 房 内 及 び硝 子 体 内 へ の細 片 或

は 乳 剤 を以 て移 植 を行 い。 この 経 過 を系 統 的 に

記 載 したRuben(1912年)の 報 告が 最 初 と され

てい る.そ れ よ り前Klencke,Jttrgens等 の

記載 が あ るが諸 家 の承認 を 得 て いな い 爾 来

Happe,Hegner,Smirnova,Greene,Bro-

wning,Deming&Hovenanian,Schilling,

我 邦 で は盛,中 山及 び沢 田,行 徳,大 野,山

本,石 田,高 橋等 諸 家 の報 告 が 相 次 い で発表 さ

れ た.

1948年Greeneは 家 兎 及 び モ ル モ ツ トの眼 前

房 に 人癌 を移 植 し悪 性 腫 瘍 に の み異 種 移 植が可

能 で あ り,異 種 移 植 に よ りそ の悪 性 度 の 判 別

が可 能 で あ る と述 べ た が,1949年Schilli119は

入 癌 の モ ル モ ツ ト眼前 房 へ の異 種 移 植 の 移植率

は低 く,癌 の 診 断 に は不 適 当 で あ る と結 論 し,

多 くの学 者 の 賛意 は得 られ なか つ た.斯 くの如

く実験 は不 承 認 に終 つ たが,移 植部 位 と しての

眼前 房 は そ の特 異 性 よ り高 く評 価 され て い る,

眼 前 房 の構 成 に 与 る組 織 には 角膜,輩 角膜 移

行 部,虹 彩,毛 様 体 並 びに 水 晶 体等 が あ り,内

に は絶 えず 一定 の 方 向 に環 流 す る蛋 白質 に乏 し

い一 定 の 内圧 を持 つ た 房 水 を 以 つ て 満 され てい

る.畑 に よ る と健 常 家 兎第1房 水 の蛋 白含有量

は0.014～0.031%,平 均0.02%で 血 清 中含有総

i蛋白量 の凡 そ30～40分 の1と い う.移 植操 作時

の穿 刺 叉 は切 開創 よ りの前 房 水 の流 出に よる第

2房 水 は,こ れ に 反 し極 め て多量 の蛋 白質 を含

有 し,3～4分 後 既 に0.28%,35～45分 後 に極

大0.32%以 上 に達 し,そ の 後 漸 次 減量 して18～

24時 間 後 に は 再 び 正常 値 に 復帰 す る.

か か る第2房 水 蛋 白 質 含 有量 の増 量 は,異 種

移 植 に対 して 良 い 結 果 を招 来 す る とは考 えられ

な い.即 ち移 植 操作 時 の 房 水 の流 出 は可 及的最

少 に と ど め,叉 第2房 水 が18～24時 間後 に再 び

正 常 値 に復 帰 す る と云 う事 実 よ り,被 移 植動物

に対 す る諸 処 置 の 効 果 を この時 期 に一 致 せ しめ

る 必要 が あ ろ う.著 者 は レ線 照 射 は移 植 前,コ

ー チ ゾ ン.Thoriumoxide等 は移 植直 後 に注

射 して効 果 を あげ,又 コ ーチ ゾ ンの点 眼 に よる

局所 使 用 で可 成 りの成 績 を 収 め たが,コ ーチ ゾ

ン 局所 使 用 は時 間 お き の頻 回の 点 眼 で始 めて房

水 中 に一 定 濃 度 を 保 つ こ とが 出 来 るの で一 日一

回 の点 眼 に ては 充分 の効 果 を期 し得 なか つたの

は 当然 と云 え よ う.然 し乍 ら移 植 当 日の みは時

間 お き に頻 回 コ ーチ ゾ ンを 点 眼 し,充 分 実用に
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供し得る成績を得た.第2房 水中には多量の線

維素を含み移植時充分に房水を流出せしめた例

では,移 植種苗は比較的早期に角膜,虹 彩に癒

着し種苗への血管新生も早 く,こ の点は移植成

績に対し良いように思われたが,著 者は種苗を

充分虹彩角膜角に密着せしめることにより充分

目的を達した.

被移植動物の栄養如何が移植能率に及ぼす影

響については,Friedberger&Grttnstein,

杉浦及びBenedict,木 村等多数の研究報告が

ある.著 者もこの点に関しては充分注意を注ぎ

特にレ線全身照射,コ ーチゾン注射等の前処置

を行う場合には,経 口的栄養補給のみならず非

経口的に葡萄糖,ビ タミン類等の積極的投与を

も併せ行つた.

季節による影響は古 くよ り種 々論議 され,

Marsh,Sintini,藤 浪,藤 縄,和 合等の報告が

あるが,1955年 佐藤は季節,体 重により移植率

は影響を受けないと報告した.著 者の実験に於

いても有意の差は認められなかつた.

人体異種移植の困難なる事実より,無 処置家

兎に於ける累代移植が失敗に帰 したことは当然

であり,叉 重複移植を行 う場合特に初めの移植

陰性の場合,或 は初めの腫瘍が一度発育 しその

後縮小し吸収せられた場合に,第2次 移植を行

い成立し難かつたのは先天,後 天免疫で充分に

説明し得よう.

著者の実験に於いて移植片を用いた場合にの

み有効で,浮 遊液,組 織粥では不成功に終つ

た.こ れは移植種苗の大部分が壊死に陥り,移

植種苗周辺部の生残つた極 く少数の細胞から腫

瘍が成長するという移植一般原則よりして,非

常に不利な入体異種移植には可及的多量の発育

力強き腫瘍細胞を移植する必要のあることは想

像に難 くない.し かし乍ら限 られた前房腔へ移

植する分量には自ら限度があり,組 織片2mm3

大のものが種々の条件よりして最も良い成績を

得たことは既に述べた如 くである.

被移植動物と原腫瘍を持つ動物とが親近なる

関係に有るものか否かは特に重要で多 くの人体

腫瘍の動物への異種移植が失敗の歴史を繰り返

している事でも明らかである.動 物細胞を形成
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す る蛋 白質 の特 異性 は,Embryoか ら成熟 時

代 へ と分 化 が進 む に従 つ て顕著 とな る ことが認

め られ,従 つ て極度 に種 族 特異 性 の 分化 の低 い

段 階 に あ るEmbryoを 被 移 植 地 とす る時 は,

可 成 り血 族 的 に疎 遠 な関 係 にあ る動 物 間 に 於

い て も比 較 的 容 易 に移 植 が 成立 す る こ と は,

Murphy,Stevenson,Biscegelie,三 尾等 の

艀 化 鳥卵 内移 植,Purdy,三 尾等 の胎 児 へ の移

植 実 験 に よ り明 らか で あ る.異 種移 植 の場 合幼

若 な被 移 植動 物 を 用 い る必 要 の あ る こ とは,著

者 の実 験 成績 に も示 され て い る.

1931年Flaszenは 人の腫 瘍 が動 物 に接種 不

可 能 な るは,そ の動 物 のKrebsdisposition

(Alkalisierung)の 有 無 に よる とし,前 処 置

を施 し て動 物 にAlkalosisを 招来 せ しめ る こ

と に よ り 口唇 癌,乳 癌,胃 癌,子 宮 頸癌 等 を20

日鼠 に任 意 に移 植 し得 た と報 じた.か く被 移 植

動 物 に何等 か の 処置 を施 し,異 種 移 植能 率 を昂

め ん と した 実験 は既 に述 べ た如 くで,特 に コー

チ ゾン はGreene,Deming&Hovenanian,

Toolan,Patterson等 多 くの報 告 の如 く非 常

に 良 い 移植 成績 を 示 したが,異 種 移植 に於 け る

この コー チ ゾンの作 用機 転 は武 田,古 賀,吉

尾,南 部 等 よ る と直 接細 胞 の増 殖 を促 進 す るの

では な く,宿 主 動 物 の先 天 的,後 天 的 免 疫 を除

くよ うに作 用す る と考 え られ てい る.

畢 寛 す る に腫 瘍 の移 植 に関 して 想起 され る こ

と即 ちRasse,Alter,Impfstelle,Menge,

Virulenzの5つ を あ げ たBashfordの 言 葉 で

あ る が,こ れ は一 般 移 植 の 鉄則 で あ ろ う と思 わ

れ る.

5結 語

人体泌尿器腫瘍を家兎眼前房内へ移植し,移

植成績を左右する諸条件を検討,次 の如き結果

を得た.

A種 苗に就いて

極苗は組織片として用いた場合始めて優れた

成績を収め,浮 遊液,組 織粥では失敗した.

組織片の大きさは2mm3が 最適である.

プレホルモン エナルモンを前立腺肥大症種

苗に添加して移植するも,移 植成績はあまり左
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右 され な か つ た.

無 菌 的 新 鮮 な移 植片 を確 実 に虹 彩 角 膜 角 で虹

彩 並 びに 角膜 に密 着 せ しめ る必 要 が あ る.

B被 移 植 家 兎 に就 い て

幼 若 家 兎 を用 い る と移 植 成績 は良 くな るが組

織 が 脆 い の で移 植 操作 に は 細 心 の注 意 を 要 す

る.

雌雄 別 に よ る移 植 成 績 は,夫 女の 原 腫瘍 に よ

つ て異 る.

コー一チ ゾン注 射,Thorium注 射,レ 線 照 射

等 の 処 置 を施 す と移 植 片 の増 殖 は非 常 に 良 くな

る.コ ーチ ゾン投 与 方 法 の うち連 続 注 射 が最 も

優 れ てい るが,多 数例 を実 験 す る場 合 簡便 な コ

ーチ ゾ ンの点 眼 で も充 分 実 用 に 供 し得 る.

Cそ の他 に就 い て

無 処 置 成熟 家 兎 に於 け る累 代移 植 は 出来 なか

つた.叉 同様 重 複 移植 は 成立 し難 い.

本論文の要 旨は第45回 日本泌尿器科学会総会,第31

回日本 内分泌学会総会並び第10回 広島医学会総会に於

て発表した.

(稿を終るに当 り終始御懇篤なる御指導,御 校閲を

賜つた 恩師加藤篤二教授に心 か ら感謝 の 意を捧げ ま

す.ま た眼科的所見につ き御援助下 さいました本学眼

科戸田慎太郎助教授に深謝致します.)
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